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平成２３年度 病院経営調査 報告

１ 調査目的

病院の経営収支の状況を把握することを目的とした。

２ 調査客体

全日本病院協会役員、代議員及び各県より無作為抽出した会員病院を客体とし、

客体数を６００病院とした。

３ 調査内容

病院の一般状況及び収支状況について調査した。

４ 調査期間

平成２３年５月１日から５月３１日までの間

５ 調査方法

調査票を客体病院に送付し、自計記入後記名で返送された。

６ 調査票の回収

回答病院数は３６０であり、回答率は６０．０％であった。
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調 査 結 果

１．回答病院について

回答した３６０病院の内訳は次のとおりである。

表１ 病院数、経営主体別

病院数 構成比（%）

総数

個人

医療法人

その他

３６０

１０

３１３

３７

１００．０

２．８

８６．９

１０．３

表２ 病院数、地域別

病院数 構成比（%）

総数

東京

政令指定都市

その他

３６０

３６

６２

２６２

１００．０

１０．０

１７．２

７２．８

表３ 病院数、病床数別

病床数 病院数 構成比（%）

総数

～４９

５０～９９

１００～１９９

２００～４９９

５００～

３６０

２５

９１

１４８

８４

１２

１００．０

６．８

２５．３

４１．１

２３．３

３．３

表４ 病院数、ＤＰＣ別

病院数 構成比（%）

総数

対象病院

非対象病院

３６０

１０５

２５５

１００．０

２９．２

７０．８
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表５ 病院数、院外処方箋の有無別

病院数 構成比（%）

総数

出している

出していない

３６０

２７９

８１

１００．０

７７．５

２２．５

表６ 病院数、給食委託の有無別

病院数 構成比（%）

総数

全て委託

一部委託

委託していない

３６０

２１１

３０

１１９

１００．０

５８．６

８．３

３３．１

回答数は昨年より２５病院増え、３６０病院（回答率：６０.０％）である。

院外処方箋を出している病院は前年の７７．０％とほぼ変わらない。

給食を委託（一部委託を含む）している病院は、前年６６．６％から６６．９％とほぼ

変わらない。

なお、回答病院のうち、ＤＰＣ対象病院は１０５病院（２９.２％）と昨年の８７病院（２

６.０％）より増えている。
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表７ 病院数、病床数、病院種別

病院数 病床数

総数 ３６０ ６５，０４６

一般病床のみ １３９ ２２，４０９

療養病床のみ

うち医療保険のみ

介護保険のみ

医療保険と介護保険併設

４４

２１

２

２１

５，７２７

２，１８９

４７４

３，０６４

精神病床のみ

うち医療保険のみ

介護保険のみ

医療保険と介護保険併設

１３

１３

―

―

３，０２７

３，０２７

―

―

一般・療養病床併設

うち医療保険のみ

介護保険のみ

医療保険と介護保険併設

１４１

９９

８

３４

２２，９４８

１６，２７２

９４８

５．７２８

一般・精神病床併設

うち医療保険のみ

介護保険のみ

医療保険と介護保険併設

１０

１０

―

―

５，７９２

５，７９２

―

―

その他 １３ ５，１４３

注： 結核病床を持つ病院は４で、結核病床数は９１であった。また感染症病床を持

つ病院は３で、感染症病床数は１３であった。なお、表７には結核病床、感染症

病床は一般病床に含めてある。

表８ 病床数，病床種別

総 数 医療保険 介護保険

総数

一般病床

療養病床

精神病床

結核・感染症病床

６５，０４６

４０，５００

１７，１３６

７，３０６

１０４

６１，０１８

４０，５００

１３，１０８

７，３０６

１０４

４，０２８

－

４，０２８

０

－

全病床のうち医療保険は９３．８％、介護保険は６．２％であり、昨年の９３．１％、

６．９％と比べてあまり変化は無い。

病床種別病床数では療養病床の２３．５％（昨年２５．７％）が介護保険指定を受けて

おり、精神病床は介護保険指定がない。
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２．病院の収支

表９ 収支率、地域別

医業収支率（％） 総収支率（％）

平成２３年 平成２２年 平成２３年 平成２２年

総数

東京

指定都市

その他

１０５．５

１０４．７

１０６．６

１０５．３

１０６．７

１０３．９

１０９．０

１０６．５

１０５．４

１０４．８

１０６．７

１０５．１

１０６．５

１０３．８

１０９．６

１０６．１

総数でみると、平成23年の医業収支率は、平成22年と比較して1.2％下がり、総収支率

も1.1％下がっている。

表１０ 病院数の％、医業収支率別

医業収支率

総数 東京 指定都市 その他

平成

２３年

平成

２２年

平成

２３年

平成

２２年

平成

２３年

平成

２２年

平成

２３年

平成

２２年

総数

１００％未満

１００％以上

１００

２１

７９

１００

２０

８０

１００

２８

７２

１００

３５

６５

１００

１６

８４

１００

１６

８４

１００

２１

７９

１００

１９

８１

医業収支では、２１％の病院が赤字であり、昨年（２０％）とほぼ同じである。

地域別では、東京は２８％の病院が赤字である。

表１１ 病院数の％、総収支率別

総収支率

総数 東京 指定都市 その他

平成

２３年

平成

２２年

平成

２３年

平成

２２年

平成

２３年

平成

２２年

平成

２３年

平成

２２年

総数

１００％未満

１００％以上

１００

２０

８０

１００

１９

８１

１００

２５

７５

１００

２８

７２

１００

１１

８９

１００

１６

８４

１００

２２

７８

１００

１９

８１

表１１は、医業収支以外の収支を加えた総収支についてみたもので、２０％の病院が

赤字である。
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表１２ 病院数、医業収支率別、総収支率別

収支率（％）

医業収支 総収支

平成23年 平成22年 平成23年 平成22年

病院数 構成比（%）病院数 構成比（%）病院数 構成比（%）病院数 構成比（%）

総数

～８４

８５～８９

９０～９４

９５～９９

１００～１０４

１０５～１０９

１１０～１１４

１１５～

３６０

１０

８

１８

４０

８１

８０

６３

６０

１００．０

２．８

２．２

５．０

１１．１

２２．５

２２．２

１７．５

１６．７

３３５

８

５

１４

４０

７３

７３

４０

８２

１００．０

２．４

１．５

４．２

１１．９

２２．８

２２．８

１１．９

２４．５

３６０

１０

８

１５

４０

８７

７９

６７

５４

１００．０

２．８

２．２

４．２

１１．１

２４．２

２１．９

１８．６

１５．０

３３５

８

７

１１

３９

８５

５９

５０

７６

１００．０

２．４

２．２

３．３

１１．６

２５．４

１７．６

１４．９

２２．７

表１２は、医業収支、総収支の収支率を５パーセントの幅をもって病院数の構成比を

みたもので、医業収支でみると収支率１００～１０４％の病院が８１であり、２３％弱

の構成比である。
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表１３ 推計キャッシュフロー率、病院数別

キャッシュフロー

（％）

平成23年 平成22年

病院数 構成比（%） 病院数 構成比（%）

総数

～－１６

－１５～－１１

－１０～ －６

－５～ －１

０～ ４

５～ ９

１０～ １４

１５～

３５０

１８

５

１６

４０

１００

８１

４２

４８

１００．０

５．１

１．４

４．６

１１．４

２８．６

２３．１

１２．０

１３．７

３２８

１２

４

１４

３３

８８

９２

３８

４７

１００．０

３．７

１．２

４．３

１０．１

２６．８

２８．０

１１．６

１４．３

表１４ 推計キャッシュフロー率、病院数の％、地域別

キャッシュフロー

（％）

総数 東京 指定都市 その他

平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年

総数

０％未満

０％以上

100.0

22.6

77.4

100.0

19.2

80.8

100.0

34.3

65.7

100.0

20.7

79.3

100.0

17.2

82.8

100.0

15.3

84.7

100.0

22.2

77.8

100.0

20.0

80.0

今回は、推計キャッシュフロー率を下記の方法で計算した。

推計キャッシュフロー額＝総収支差額－（総収支差額×０.４）（注１）

＋減価償却額（注２）＋借入金収入額（注３）－借入金返済額（注４）

（注１）所得税推計額であり、総収支差額が赤字の場合は０とした。

（注２～４）平成２０年度実績の１/１２とした。

推計キャッシュフロー率＝キャッシュフロー額/総収入額

推計キャッシュフロー率は０％未満が総数で２２．６％であった。
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表１５ 収支率、病院種別

回答数 医業収支率 総収支率

平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年

総数 ３６０ ３３５ １０５．５ １０６．７ １０５．４ １０６．５

一般病床のみ １３９ １２９ １０４．４ １０５．１ １０４．２ １０５．２

療養病床のみ

うち医療保険のみ

介護保険のみ

医療保険と介護保険併設

４４

２１

２

２１

３８

１６

３

９

１０８．４

１１３．０

９４．８

１０５．９

１１２．７

１１２．０

１１０．５

１１３．５

１０８．３

１１２．５

９６．０

１０５．９

１１２．０

１１０．３

１１１．１

１１３．４

精神病床のみ

うち医療保険のみ

介護保険のみ

医療保険と介護保険併設

１３

１３

―

―

１０

１０

－

－

１０８．９

１０８．９

－

－

１００．３

１００．３

－

－

１０９．０

１０９．０

－

－

１００．２

１００．２

－

－

一般・療養病床併設

うち医療保険のみ

介護保険のみ

医療保険と介護保険併設

１４１

９９

８

３４

１４０

９８

５

３７

１０７．１

１０７．７

１０７．３

１０５．１

１０９．２

１０９．４

１０６．０

１０８．８

１０６．９

１０７．５

１０７．２

１０４．５

１０８．６

１０９．０

１０５．２

１０７．５

一般・精神病床併設

うち医療保険のみ

介護保険のみ

医療保険と介護保険併設

１０

１０

―

―

７

７

－

－

１０３．３

１０３．３

－

－

１０４．５

１０４．２

－

－

１０３．５

１０３．５

－

－

１０４．５

１０４．２

－

－

その他 １３ １１ １０７．７ １０８．７ １０７．７ １０９．１

「一般病床のみ」、「一般・精神病床併設」の病院は、医業収支率、総収支率とも全体平

均より悪い。

表１６ 収支率、病床規模別

回答数 医業収支率 総収支率

平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年

総数

～ ４９床

５０～ ９９床

１００～１９９床

２００～４９９床

５００床～

（再掲）

～１９９床

２００床～

３６０

２５

９１

１４８

８４

１２

２６４

９６

３３５

２４

９４

１３４

７４

９

２５２

８３

１０５．５

１０７．８

１０６．１

１０５．８

１０５．４

１０４．５

１０５．９

１０５．１

１０６．７

１０７．７

１０７．９

１０８．８

１０５．１

１０５．５

１０８．５

１０５．２

１０５．４

１０７．９

１０６．０

１０６．０

１０５．０

１０４．４

１０６．１

１０４．８

１０６．５

１０８．０

１０７．６

１０８．８

１０４．７

１０５．９

１０８．４

１０５．０
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表１７ 収支率、ＤＰＣ別

回答数 医業収支率 総収支率

平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年

総数

ＤＰＣ対象病院

ＤＰＣ非対象病院

３６０

１０５

２５５

３３５

８７

２４８

１０５．５

１０４．９

１０６．４

１０６．７

１０５．０

１０９．０

１０５．４

１０４．７

１０６．３

１０６．５

１０５．１

１０８．５

医業収支率、総収支率は昨年と同様、ＤＰＣ対象病院の方が低い。

表１８ 収支率、障害者施設等入院基本料・特定入院料（回復期リハ等）算定別

回答数 医業収支率 総収支率

平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年

総数 ３６０ ３３５ １０５．５ １０６．７ １０５．４ １０６．５

障害者施設等入院基本料

算定病院
３７ ３１ １０５．４ １０７．５ １０４．９ １０６．８

回復期リハビリテーション

病棟入院料算定病院
１０３ ８３ １０６．２ １０８．３ １０６．１ １０８．２

亜急性期入院医療管理料

算定病院
１１２ ９７ １０５．６ １０９．１ １０６．３ １０８．８

特殊疾患病棟入院料

算定病院
９ １２ １０７．９ １１４．１ １０７．６ １１３．２

特殊疾患入院医療管理料

算定病院
９ ８ １０３．８ １０９．０ １０４．２ １０７．１
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表１９ １病院当たり金額の％、病院種別、収支科目別

総 数 一般のみ 療養のみ 精神のみ (再掲)ＤＰＣ

医業収入合計

入院

外来

室料差額

その他

医業支出合計

給与費

医薬品費

給食材料費

診療材料費

経費

委託費

減価償却費

その他

１００．０

７１．０

２４．２

１．７

３．１

１００．０

５６．４

１０．７

０．５

７．９

１２．５

６．３

４．６

１．２

１００．０

６８．１

２７．２

１．６

３．２

１００．０

５４．３

１１．１

０．３

９．７

１２．０

６．６

４．４

１．６

１００．０

８３．６

９．７

２．５

４．２

１００．０

６２．１

４．６

１．１

２．７

１６．４

７．５

４．６

１．０

１００．０

８２．５

１５．３

１．０

１．２

１００．０

６２．８

７．４

２．６

０．６

１３．５

６．１

５．５

１．５

１００．０

６９．９

２５．６

１．７

２．９

１００．０

５４．４

１１．８

０．３

９．７

１１．６

６．２

４．８

１．２

一般病院に比べ療養、精神病院は入院収入の比率が高く、また支出では給与費の比率

が高い。また、医薬品費は一般病床で比率が高い。

表２０ １病院当たり金額の％、地域別、収支科目別

総 数 東 京 指定都市 その他

平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年

医業収入合計

入院

外来

室料差額

その他

医業支出合計

給与費

医薬品費

給食材料費

診療材料費

経費

委託費

減価償却費

その他

１００．０

７１．０

２４．２

１．７

３．１

１００．０

５６．４

１０．７

０．５

７．９

１２．５

６．３

４．６

１．２

１００．０

７０．２

２４．６

２．１

３．１

１００．０

５５．９

１１．１

０．７

８．０

１２．３

６．３

４．７

１．１

１００．０

６９．９

２２．４

４．５

３．２

１００．０

６０．０

８．８

０．５

６．８

１２．３

７．０

３．７

０．９

１００．０

６４．１

２８．１

４．６

３．３

１００．０

５６．０

１１．９

０．４

８．１

１２．０

６．８

４．４

０．４

１００．０

７１．５

２３．６

１．６

３．２

１００．０

５５．３

１０．２

０．２

８．６

１２．１

７．５

４．０

２．１

１００．０

７１．１

２４．３

１．７

２．９

１００．０

５５．４

９．３

０．４

７．９

１３．５

７．４

４．６

１．５

１００．０

７１．１

２４．６

１．３

３．０

１００．０

５６．１

１１．１

０．６

７．９

１２．６

５．９

４．９

１．０

１００．０

７０．７

２４．２

１．９

３．２

１００．０

５６．０

１１．４

０．８

８．０

１２．０

６．０

４．８

１．１

地域別、収支科目別では、東京の室料差額が際立って高い。
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表２１ １病院当たり金額の％、病床規模別、収支科目別

総 数 ～４９ ５０～９９ 100～199

平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年

医業収入合計

入院

外来

室料差額

その他

医業支出合計

給与費

医薬品費

給食材料費

診療材料費

経費

委託費

減価償却費

その他

１００．０

７１．０

２４．２

１．７

３．１

１００．０

５６．４

１０．７

０．５

７．９

１２．５

６．３

４．６

１．２

１００．０

７０．２

２４．６

２．１

３．１

１００．０

５５．９

１１．１

０．７

８．０

１２．３

６．３

４．７

１．１

１００．０

５３．２

４１．４

１．７

３．６

１００．０

５４．７

１１．７

０．５

７．７

１３．２

７．９

２．８

１．５

１００．０

５１．６

４２．７

１．８

３．８

１００．０

５４．３

１２．３

０．５

６．０

１５．５

７．１

３．２

１．２

１００．０

６６．６

２７．２

１．７

４．６

１００．０

５８．９

８．４

０．６

６．０

１４．５

６．５

４．０

１．１

１００．０

６２．０

３１．９

１．８

４．２

１００．０

５６．１

９．０

０．５

６．９

１５．７

６．８

４．２

０．８

１００．０

６９．５

２５．８

１．７

３．０

１００．０

５６．８

９．９

０．６

７．０

１３．９

６．２

４．４

１．３

１００．０

６９．５

２５．９

１．４

３．２

１００．０

５７．２

１０．２

０．７

６．８

１３．１

６．４

４．５

１．１

200～499 500～ ～199 (再掲) 200～(再掲)

平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年 平成23年 平成22年

医業収入合計

入院

外来

室料差額

その他

医業支出合計

給与費

医薬品費

給食材料費

診療材料費

経費

委託費

減価償却費

その他

１００．０

７３．８

２１．８

１．５

２．９

１００．０

５６．４

１０．８

０．５

８．６

１１．５

６．３

４．９

１．０

１００．０

７３．１

２２．７

２．６

２．７

１００．０

５５．７

１１．６

０．６

８．８

１１．１

６．０

５．１

１．１

１００．０

７２．４

２２．７

２．０

２．９

１００．０

５４．２

１３．３

０．４

９．１

１０．４

６．６

４．８

１．２

１００．０

７３．２

２２．１

２．３

３．４

１００．０

５３．６

１３．１

０．８

９．８

１０．５

６．３

４．７

１．２

１００．０

６８．２

２６．７

１．７

３．３

１００．０

５７．１

９．７

０．６

６．８

１４．０

６．３

４．３

１．３

１００．０

６６．７

２８．３

１．６

３．５

１００．０

５６．８

１０．０

０．６

６．８

１３．９

６．６

４．３

１．０

１００．０

７３．４

２２．０

１．７

２．９

１００．０

５５．７

１１．５

０．５

８．８

１１．２

６．４

４．９

１．１

１００．０

７３．１

22．５

２．５

２．８

１００．０

５５．１

１２．０

０．７

９．０

１０．９

６．１

５．０

１．２
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表２２ 病院数，一般病棟入院基本料・年次別

一般病棟入院基本料

平成 23 年 5 月

総数 ①７対１ ②10 対１ ③13 対１ ④15 対１
⑤特別入

院基本料

平
成
22
年
５
月

総 数 294 99 139 19 35 2

① 7 対１ 95 94 1 - - -

②10 対１ 134 5 129 - - -

③13 対１ 20 - 6 14 - -

④15 対１ 41 - 1 5 35 -

⑤特別入院基本料 4 - 2 - - 2

表２３ 医業収支平均比率，一般病棟入院基本料・年次別

一般病棟入院基本料

平成23年5月

①７対１ ②10 対１ ③13 対１ ④15 対１
⑤特別入院

基本料

平
成
22
年
５
月

① 7 対１ 104.6 74.0 - - -

②10 対１ 109.9 105.7 - - -

③13 対１ - 104.4 108.2 - -

④15 対１ - 107.4 96.4 107.7 -

⑤特別入院基本料 - 103.2 - - 117.2
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３．平成２３年調査と平成２２年調査との比較

表２４ 平成２３年調査と平成２２年調査の比較

平成２３年 平成２２年

調査客体数

有効回答数

有効回答率 （％）

１病院当たり許可病床数

１病院当たり１日入院患者数

病床利用率 （％）

１病院当たり月間外来患者数

医業収支率

医業収支率１００％未満の病院の％

医業支出中の給与費の％

医業支出中の医薬品費の％

院外処方箋あり

院外処方箋なし

従業員１人当たり医業収入（千円）

従業員１人当たりの給与費（千円）

従業員１人当たりの付加価値（千円）

入院１人１日当たり金額 （円）

１９９床以下 （円）

２００床以上 （円）

外来１人１日当たり金額 （円）

１９９床以下 （円）

２００床以上 （円）

（再掲）院外処方箋あり （円）

１９９床以下 （円）

２００床以上 （円）

（再掲）院外処方箋なし （円）

１９９床以下 （円）

２００床以上 （円）

＊付加価値率

＊労働分配率

６００

３６０

６０．０

１８１

１５２

８４．２

５，１１２

１０５．５

２１

５６．４

１０．７

９．５

１５．４

８６７．９

４６３．７

５０８．９

３３，５８６

３０，６９７

３６，２１１

１０，５２１

９，６７０

１１，５４４

９，９８７

９，００７

１１，１７９

１３，４０６

１３，３８４

１３，４３０

０．５８６

０．９１１

６００

３３５

５５．８

１７５

１４８

８４．９

５，００１

１０６．７

２０

５５．９

１１．１

９．８

１６．３

８８８．０

４６４．９

５２０．７

３２，５８０

２８，９６１

３６，０４２

１０，４９７

１０，０４６

１１，０４５

１０，０５７

９，２８９

１０，９８４

１２，５８０

１３，５５０

１１，３４６

０．５８６

０．８９３

＊ 付加価値率＝（医業収入－医業費用＋給与費）／医業収入

労働分配率＝給与費／付加価値（医業収入－医業費用＋給与費）
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表２５ 平成２３年と平成２２年の同一病院（２７９）の比較

平成２３年 平成２２年

病床数

一 般

療 養

精 神

結 核（含感染症）

１病院当たり許可病床数

１病院当たり１日入院患者数

病床利用率（％）

１病院当たり月間外来患者数

１９９床以下

２００床以上

１病院当たり医業収入（百万円）

医業収支率（％）

医業収支率１００％未満の病院の％

従業員数

医業支出中の給与費の％

医業支出中の医薬品費の％

院外処方箋あり

院外処方箋なし

従業員１人当たり医業収入（千円）

従業員１人当たり給与費 （千円）

従業員１人当たり付加価値（千円）

入院１人１日当たり金額 （円）

１９９床以下 （円）

２００床以上 （円）

外来１人１日当たり金額 （円）

１９９床以下 （円）

２００床以上 （円）

（再掲）院外処方箋あり （円）

１９９床以下 （円）

２００床以上 （円）

（再掲）院外処方箋なし （円）

１９９床以下 （円）

２００床以上 （円）

付加価値率

労働分配率

５１，１４９

３２，４５８

１３，１５４

５，４４２

９５

１８３

１５４

８４．１

５，３０３

３，８２１

９，３３６

２３０．１

１０５．６

１９．７

７３，７８４

５６．１

１０．９

９．７

１５．４

８７０．３

４６２．３

５０８．７

３４，２１９

３０，７４２

３７，２１６

１０，５３５

９，７９３

１１，３６１

９，９８５

９，０７１

１１，０１６

１３，３１２

１３，５７９

１３，０３４

０．５８５

０．９０９

５１，１４９

３２，５１４

１２，８６７

５，６７３

９５

１８３

１５５

８４．４

５，２８１

３，７８０

９，３０９

２２４．６

１０６．２

２０．４

７１，１８９

５６．１

１０．８

９．７

１５．７

８８０．２

４６５．４

５１６．６

３２，９６６

２９，２３５

３６，２２４

１０，３４５

１０，０３８

１０，６８６

１０，０３７

９，４９８

１０，６４０

１２，００８

１３，０２２

１０，９２８

０．５８７

０．９０１
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表２５は平成2２３、２２年の両年で回答してくれた同一病院（２７９）の比較である。

総病床数は変わらず、入院患者数、外来患者数は横ばいである。

医業収入は増えているが、医業収支率は０．６％減っている。

入院１人１日当たりの金額は増え、外来１人１日当たりの金額も若干増えている。

付加価値率、労働分配率はほぼ変わらない。

表２６ １病院当たり金額の％、収支科目別（２７９病院）

平成２３年 平成２２年

医業収入合計

入院

外来

室料差額

その他

医業支出合計

給与費

医薬品費

給食材料費

診療材料費

経費

委託費

減価償却費

その他

１００．０

７１．１

２４．３

１．７

３．０

１００．０

５６．１

１０．９

０．５

８．２

１２．３

６．３

４．６

１．１

１００．０

７０．４

２４．３

２．１

３．２

１００．０

５６．１

１０．８

０．６

８．１

１２．３

６．３

４．７

１．１
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４．調査結果の年次推移

表２７ 調査結果の年次推移（平成５年～平成２３年）

平成５年 平成７年 平成８年 平成10年 平成11年

調査客対数

有効回答数

有効回答率（％）

1病院当たり許可病床数

1病院当たり1日入院患者数

病床利用率（％）

１病院当たり月間外来患者数

医業収支率（％）

医業収支率100％未満の病院の％

総数

東京

指定都市

その他

医業支出中の給与費の％

給与費が５０％を超える病院の％

従業員1人当たり医業収入（千円）

従業員1人当たり給与費（千円）

従業員1人当たり付加価値（千円）

付加価値率

労働分配率

392

143

36.5

160

137

85.6

4,545

101.4

36

77

58

28

48.8

46

813.5

391.4

403.3

0.495

0.970

363

154

42.4

153

129

84.8

5,375

105.4

23

50

35

17

49.9

53

783.5

370.9

410.7

0.524

0.903

527

157

29.8

172

154

89.5

5,636

105.9

16

31

20

13

50.2

59

871.9

413.2

461.6

0.529

0.895

539

168

31.2

162

138

85.3

5,452

104.9

24

36

27

22

52.5

69

846.7

423.9

463.2

0.547

0.915

500

259

51.8

172

147

85.6

5,851

104.6

24

29

20

24

52.2

68

875.0

437.1

475.5

0.543

0.919
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表２７つづき

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

調査客対数

有効回答数

有効回答率（％）

1病院当たり許可病床数

1病院当たり1日入院患者数

病床利用率（％）

１病院当たり月間外来患者数

医業収支率（％）

医業収支率100％未満の病院の％

総数

東京

指定都市

その他

医業支出中の給与費の％

給与費が５０％を超える病院の％

従業員1人当たり医業収入（千円）

従業員1人当たり給与費（千円）

従業員1人当たり付加価値（千円）

付加価値率

労働分配率

500

262

52.4

182

159

87.3

7,065

104.9

23

29

14

24

51.8

66

927.9

458.5

502.0

0.541

0.913

500

275

55.0

179

156

86.9

6,513

106.6

20

36

23

18

53.0

69

932.8

464.0

522.5

0.559

0.890

500

238

47.6

180

155

86.1

6,755

104.0

30

28

32

30

53.0

72

920.4

469.1

504.4

0.548

0.930

500

275

55.0

176

153

86.9

6,287

106.1

19

41

26

16

52.8

75

919.0

457.9

510.4

0.555

0.897

500

251

50.2

176

152

86.4

5,723

102.8

24

40

22

22

53.5

78

887.2

463.5

487.3

0.549

0.951
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表２７つづき

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

調査客対数

有効回答数

有効回答率（％）

1病院当たり許可病床数

1病院当たり1日入院患者数

病床利用率（％）

１病院当たり月間外来患者数

医業収支率（％）

医業収支率100％未満の病院の％

総数

東京

指定都市

その他

医業支出中の給与費の％

給与費が５０％を超える病院の％

従業員1人当たり医業収入（千円）

従業員1人当たり給与費（千円）

従業員1人当たり付加価値（千円）

付加価値率

労働分配率

500

265

53.0

181

158

87.3

5,606

104.4

23

47

10

23

54.1

77

896.3

464.2

501.9

0.560

0.925

500

226

45.2

179

152

85.6

5,600

103.7

27

61

19

24

53.9

79

876.2

455.7

486.8

0.556

0.936

500

288

57.6

172

147

85.4

5,412

104.2

24

42

22

22

53.7

78

880.6

453.5

489.4

0.556

0.927

500

288

57.6

173

146

84.2

5,094

102.3

32

54

38

28

54.3

80

875.4

464.8

484.2

0.553

0.960

500

298

59.6

175

146

83.9

4,995

104.3

23

33

22

22

55.3

83

853.2

4522

487.6

0.572

0.927
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表２７つづき

平成22年 平成23年

調査客対数

有効回答数

有効回答率（％）

1病院当たり許可病床数

1病院当たり1日入院患者数

病床利用率（％）

１病院当たり月間外来患者数

医業収支率（％）

医業収支率100％未満の病院の％

総数

東京

指定都市

その他

医業支出中の給与費の％

給与費が５０％を超える病院の％

従業員1人当たり医業収入（千円）

従業員1人当たり給与費（千円）

従業員1人当たり付加価値（千円）

付加価値率

労働分配率

600

335

55.8

175

148

84.9

5,001

106.7

20

35

16

19

55.9

83

888.0

464.9

520.7

0.586

0.893

600

360

60.0

181

152

84.2

5,112

105.5

23

28

16

21

56.4

87

867.9

463.7

508.9

0.586

0.911
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５．平成２３年度調査結果からみた病院の経営状況

表２８ 総収支状況別、病院数の％、病床数別

病床数
赤字病院

の％

黒字病院

の％

付加価値率

（％）

労働分配率

（％）

総 数

～ ４９

５０～ ９９

１００～１９９

２００～４９９

５００～

（再掲）～１９９

（再掲）２００～

２０．３

２４．０

２４．２

２０．３

１５．５

１６．７

２２．０

１５．６

７９．７

７６．０

７５．８

７９．７

８４．５

８３．３

７８．０

８４．４

５８．６

５７．９

６１．３

５９．１

５８．６

５６．１

５９．５

５７．９

９１．１

８７．６

９０．６

９０．７

９１．３

９２．３

９０．６

９１．６

表２９ 総収支状況別、病院数の％、地域別

赤字病院

の％

黒字病院

の％

付加価値率

（％）

労働分配率

（％）

総数

東京

指定都市

その他

２０．３

２５．０

１１．３

２１．８

７９．７

７５．０

８８．７

７８．２

５８．６

６１．８

５８．１

５８．３

９１．１

９２．７

８９．３

９１．４

表３０ 総収支状況別、病院数の％、病院種別

赤字病院

の％

黒字病院

の％

付加価値率

（％）

労働分配率

（％）

総 数

一般病床のみ

療養病床のみ

精神病床のみ

一般・療養

一般・精神

２０．３

２５．９

２２．７

７．７

１７．０

１０．０

７９．７

７４．１

７７．３

９２．３

８３．０

９０．０

５８．６

５６．２

６５．０

６５．８

６０．９

５６．０

９１．１

９２．６

８８．１

８７．５

８９．１

９４．３

表３１ 総収支状況別、病院数の％、経営主体別

赤字病院

の％

黒字病院

の％

付加価値率

（％）

労働分配率

（％）

総数

個人

医療法人

その他

２０．３

３０．０

１８．２

３５．１

７９．７

７０．０

８１．８

６４．９

５８．６

５９．０

５９．０

５７．１

９１．１

８７．０

９０．６

９３．４



- 21 -

６．東日本大震災による影響

表３２ 病院数、震災被害別

病院数 構成比（%）

総数

被害あり（人的又は物的）

被害なし

３６０

５５

３０５

１００．０

１５．３

８４．７

表３３ 収支率、震災被害別

医業収支率（％） 総収支率（％）

平成２３年 平成２３年

総数

被害あり（人的又は物的）

被害なし

１０５．５

１０４．１

１０５．８

１０５．４

１０４．０

１０５．７
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７．平成２３年度調査結果の総括

○ 平成２３年度病院経営調査を、会員病院６００病院を客体として行った。調査

期間は、平成２３年５月１日から３１日である。回答病院数は３６０病院、回答

率６０．０％であった。

○ 経営主体は医療法人が３１３病院と多く、病床数は１００～１９９が１４８病

院と多かった。５００床以上は１２病院である。ＤＰＣ対象病院数は１０５病院、

非対称病院は２５５病院であった。（表１,３,４）

○ 病床種別では、一般病床のみ１３９病院、一般・療養併設１４１病院、療養病

床のみ４４病院などであった。総病床数６５，０４６、一般病床数４０，５００、

療養病床数１７，１３６、精神病床数７，３０６ 結核・感染症数１０４であっ

た。（表７,８）

○ 総数の医業収支１０５．５％（平成２２年１０６．７％）、総収支１０５．４％

（同１０６．５％）と平成２２年より悪化していた。医業収支が赤字の病院は、

２１％（平成２２年２０％）であった。また、キャッシュフロー率は、２２．６％

（平成２２年１９．２％）がマイナスであり、東京では３４．３％がマイナスで

あった。（表９,１０,１４）

○ 病床種別医業収支率は、一般病床のみ１０４．４％（平成２２年１０５．１％）、

一般・療養併設１０７．１％（同１０９．２％）、療養病床のみ１０８．４％（同

１１２．７％）など、いずれも前年より悪化している。ＤＰＣ対象病院は、１０

４．９％（同１０５．０％）と、やはり昨年より悪化していた。特定入院料算定

病院でも、同様の傾向であった。（表１５,１７,１８）

○ 病床数別収支率では、病床数が大きくなると収支率が下がる傾向があるが、赤

字率は２００床未満が高い。（表１６,２８）

○ 看護基準は、７：１が９９病院、１０：１が１３９病院、１３：１が１９病院、

１５：１が３５病院であり、昨年と大きな変化はない。平成２２年と看護基準が

変化しなかった病院の医業収支率は、１３：１が良く、７：１が悪いという傾向

を認めた。（表２２,２３）

○ 平成２３年・２２年両年に回答した病院は２７９病院であった。ここでも医業

収支率は２２年１０６．２％から２３年１０５．６％と悪化している。入院・外
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来ともに単価は上昇しているが、従業員数も増加しており、結果としては収支率

の悪化となっている。（表２５）

○ ３月の東日本大震災の影響であるが、人的又は物的被害あり５５病院、被害な

し３０５病院であった。その医業収支率は、被害あり１０４．１％、被害なし

１０５．８％であった。震災の被害を受けつつも、医業を継続できた病院の収支

であるが、やはり震災の影響をうかがえる結果であった。（表３２,３３）

（まとめ）

平成５年から行ってきた本調査であるが、例年、診療報酬改定の年は経営が悪化

し翌年は持ち直す、という結果を示してきた。これは、改定による新たな医業経営

の環境に対し、各病院が経営努力により適応してきたことを示唆するものであった。

しかし、昨年（平成２２年）のプラス改定によって経営状況は改善されたように

見えたものの、本年調査では全病床種および多くの病床規模で収支が悪化していた。

この原因としては、東日本大震災の影響はもちろんのこと、医師・看護師不足の長

期化、金融機関の医業に対する融資抑制、など様々な要素が考えられる。

医療は日本における社会保障の基盤である。今回の調査結果が示したような収支

悪化が長期化し、医療崩壊を加速させないためにも、診療報酬・介護報酬改定では

十分な配慮が必要である。

以上


